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近年、著名な生物学者と哲学者が意識の進化についての新しい理論を提起して

いる。こうした研究者にはファインバーグ＆マラットやピーター・ゴッドフリー=

スミス、ギンズバーグ＆ヤブロンカがいる(Feinberg & Mallatt 2016; Godfrey-Smith 

2016, 2020; Ginsburg & Jablonka 2019)。理論の細部については異なるものの、彼ら

は総じて「原始的な」形の意識に焦点を当て、同時に意識の進化的起源は以前考

えられていたよりもずっと古いと主張する。これは以前の意識の進化研究が自己

意識のような洗練された意識に焦点を当て、さらに哺乳類などの高等生物のみが

意識を持つと主張する傾向のあったことを考えると(例えば Humphrey 2002)、著し

い対照をなしている。 

本発表ではこうした理論を方法論的基盤から吟味する。ここで検討する論点の

一つは、こうした説と進化心理学のような既存のヒトの心についての進化的研究

との間の比較である。哲学者は継続的に社会生物学・進化心理学に方法論的批判

を浴びせてきた。さらにこれらの分野の方法論の一部――例えば説明対象の形質

について適応的説明を与えること――は新しい意識の進化研究にも見られる。す

るとこうした意識の進化研究が社会生物学や進化心理学と同じ方法論的批判に直

面するのではないかという疑問が生まれる。 

この疑問に答えるために、本発表では進化心理学へ向けられてきた批判のうち

ロバート・リチャードソン(Richardson 2007)が行ったものを紹介し、それが新しい

意識の進化研究に当てはまるかどうかを、とくにファインバーグとマラットのも

のを取り上げて検討する。リチャードソンの批判は、進化心理学による説明はい

くつかの重要な点において必要な情報を提供しておらず、その意味で適応に訴え

る説明として不十分だというものである。例えばリチャードソンはピンカーとブ

ルームの言語進化の説明(Pinker & Bloom 1992)を検討して、言語進化以前の人類祖

先の集団のありかたが不明なため、言語進化に選択が果たした役割が十分解明さ

れていないことを指摘する。 

ではこうした批判はファインバーグとマラットの説明に当てはまるのだろうか。

本研究の分析では、彼らの説明はピンカーとブルームのものよりはよいものの、

いくつかの点で情報が不足しており、十全な説明とは言えない。しかし適応に訴

える説明がファインバーグとマラットの説全体で占める位置を考えると、この問

題点は彼らの説全体を転覆させるほどのインパクトを持つわけではないと結論す

る。 

ただしこれはファインバーグとマラットの適応的説明に問題がないことを意味

しない。というのは、彼らは別の箇所で意識進化の適応的説明を意識の随伴現象



 

 

説を論駁するために用いているが、この論駁の前提には疑義があるからである。

本発表の結論部ではそうした問題点を指摘する。 
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